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報  告  

 

上 下 部 剛 結 横 梁 上 に 設 置 さ れ た 場 所 打 ち  
Ｐ Ｃ 床 版 の 補 強 鉄 筋 に つ い て  

 

                                                  河 野  明 寛 ＊  高 瀬  和 男 ＊ ＊  

 

 

本 報 告 の 対 象 と な っ た 栄 高 架 橋 は ， 場 所 打 ち Ｐ Ｃ 床 版 を 有 す る 鋼 ２ 主 鈑 桁 橋 で ， さ ら に 主 桁

が 横 梁 に 剛 結 さ れ て い る 連 続 ラ ー メ ン 橋 で あ る 。 こ の よ う な 拘 束 の 大 き い 横 梁 上 と そ の 近 傍 部

に お け る Ｐ Ｃ 床 版 の プ レ ス ト レ ス 導 入 量 を 把 握 す る た め に ， 日 本 道 路 公 団 さ い た ま 工 事 事 務 所

に お い て プ レ ス ト レ ス 導 入 実 験 が 行 わ れ た 。 ま た ， 従 来 の Ｒ Ｃ 床 版 に 比 べ て 厚 い 場 所 打 ち Ｐ Ｃ

床 版 は ， コ ン ク リ ー ト 硬 化 に 伴 う 温 度 応 力 に よ る 施 工 初 期 段 階 の ひ び 割 れ が 問 題 と な り ， 本 構

造 に お い て も そ の 温 度 応 力 の 定 量 的 判 断 を 行 う と と も に ， ひ び 割 れ 幅 の 縮 小 を 目 的 と し た 補 強  

鉄 筋 を 配 置 し た 。  

こ こ で は ， 本 橋 の Ｐ Ｃ 床 版 に お け る 補 強 鉄 筋 の 設 計 手 法 に つ い て 報 告 す る 。  

 

キ ー ワ ー ド ： プ レ ス ト レ ス 導 入 実 験 ， ひ び 割 れ 幅 制 御 ， 温 度 解 析 ， 補 強 鉄 筋

 

 

ま え が き  
 

 東 京 外 環 自 動 車 は ， 都 心 か ら 放 射 方 向 に 延 び る  

幹 線 道 路 を 相 互 に 連 絡 し ， 都 心 に 集 中 す る 交 通 の

分 散 ・ 導 入 を 図 る と と も に ， 首 都 圏 に お け る 都 市

間 の 円 滑 な 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク 効 果 が 期 待 さ れ 建 設

が 進 め ら れ て い る 。  

本 橋 梁 は ， 東 京 外 環 道 自 動 車 道 の 三 郷 JCT～  

三 郷 南 （ 仮 称 ） Ｉ Ｃ に 位 置 し て お り ， 一 般 国 道 298 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 -1 位 置 図  

＊ 設 計 部 東 京 設 計 一 課  ＊ ＊ 工 事 計 画 部 次 長  

 

号 と 併 設 し た 連 続 高 架 橋 区 間 に あ る （ 図 -1）。  

上 部 工 形 式 は ， 図 -2 に 示 す よ う に 場 所 打 ち Ｐ Ｃ

床 版 を 有 す る 主 桁 間 隔 ６ ｍ の 鋼 連 続 ２ 主 鈑 桁 橋 で

あ り ， 上 下 線 そ れ ぞ れ が 中 間 支 点 橋 脚 の 鋼 横 梁 に

剛 結 さ れ て い る 。 こ の よ う な 構 造 に お い て ， 実 施

工 に 先 立 ち 横 梁 上 や そ の 近 傍 部 に お け る Ｐ Ｃ 床 版

の プ レ ス ト レ ス 導 入 量 お よ び 床 版 や 桁 の 変 形 を 明

確 に す る た め に ， 日 本 道 路 公 団 さ い た ま 工 事 事 務  

所 に お い て ， 実 橋 の 2／ 3 モ デ ル の 供 試 体 を 用 い た

プ レ ス ト レ ス 導 入 実 験 が 行 わ れ た 。  

ま た ， コ ン ク リ ー ト 硬 化 時 に 発 生 す る 温 度 応 力

や ， プ レ ス ト レ ス の 導 入 に よ る 応 力 な ど コ ン ク リ ー

ト に 発 生 す る 引 張 応 力 度 を 定 量 的 に 把 握 し て ， ひ

び 割 れ 幅 の 縮 小 を 目 的 と し た 補 強 鉄 筋 の 配 置 を 行

っ た 。  

  

１ ． 工 事 概 要  
 
本 工 事 の 概 要 を 以 下 に 示 す 。  

構 造 形 式 ： ５ 径 間 連 続 ２ 主 Ｉ 桁 立 体 ラ ー メ ン 橋  

７ 径 間 連 続 ２ 主 Ｉ 桁 立 体 ラ ー メ ン 橋  

活 荷 重 ： Ｂ 活 荷 重  

支 間 長 ：（ 37.0＋ 41.0） ＋ 3 @ 35.5m 

3 @ 32.2＋ 37.5+43.5+37.5＋ 35.0m 
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（  ） 内 は 施 工 範 囲 外  

有 効 幅 員 ： 10.565＋ 10.565m 

床   版 ： 場 所 打 ち Ｐ Ｒ Ｃ 床 版  

       一 般 部  320mm 

      横 梁 上 お よ び 横 梁 近 傍 部  420mm 

 

２ ． プ レ ス ト レ ス 導 入 実 験 の 概 要  
 
（ １ ） 目 的  

 剛 性 の 大 き い 中 間 支 点 上 の 鋼 横 梁 部 の Ｐ Ｃ 床

版 は ，そ の 拘 束 に よ っ て プ レ ス ト レ ス 導 入 量 の 低

下 が 懸 念 さ れ た 。 ま た ， 鋼 横 梁 の 拘 束 が 大 き い た

め ， コ ン ク リ ー ト の 乾 燥 収 縮 ・ ク リ ー プ に よ る プ  

レ ス ト レ ス 導 入 量 の 経 時 変 化 も 一 般 部 の 床 版 と

異 な る こ と が 予 想 さ れ た 。こ の よ う な 課 題 を 解 決

す る た め に 実 橋 の ２ ／ ３ モ デ ル の 供 試 体 を 用 い

た プ レ ス ト レ ス 導 入 実 験 が 行 わ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 実 験 結 果 お よ び そ の 対 策  

 実 験 の 結 果 ，プ レ ス ト レ ス 導 入 量 は 横 梁 の 拘 束

に よ る ロ ス が 約 ３ 割 程 度 計 測 さ れ ，ま た Ｐ Ｃ 緊 張

後 約 ２ ヶ 月 で 乾 燥 収 縮 ・ ク リ ー プ が 主 原 因 と 思 わ

れ る ひ び 割 れ （ ひ び 割 れ 幅 0.2mm 以 下 ） が 発 生 し

た 。 そ の た め ， 実 施 工 に 対 し て は プ レ ス ト レ ス ロ

ス も 含 め て 以 下 の 対 策 を 講 じ る こ と と し た 。  

① Ｐ Ｃ 鋼 線 配 置 の 見 直 し  

  横 梁 上 お よ び そ の 近 傍 部 の プ レ ス ト レ ス 量

は ， ３ 割 程 度 ロ ス す る こ と か ら ， そ の ロ ス 分 を

補 う た め に Ｐ Ｃ 鋼 線 ピ ッ チ を 一 般 部 の 500mm

か ら 375mm に 配 置 し た 。 ま た ， 橋 軸 方 向 の ひ び

割 れ 対 策 と し て ，床 版 に 対 し て 効 率 的 に 圧 縮 力

が 導 入 で き る よ う に 直 線 配 置 と し た 。  

② コ ン ク リ ー ト 配 合 の 見 直 し  

乾 燥 収 縮 の 発 生 に 大 き な 要 因 と な る 単 位 水 量

を な る べ く 減 少 さ せ る た め に ， 高 性 能 Ａ Ｅ 減 水

剤 を 添 加 し た 。 さ ら に ， 収 縮 補 償 程 度 の 膨 張 材

側 面 図  

平 面 図  

一 般 部 断 面  

中 間 支 点 上 断 面  
図 -2 構 造 一 般 図  
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を 添 加 し た 。  

③ 床 版 断 面 の 変 更  

横 梁 上 お よ び 横 梁 近 傍 部 は ，Ｐ Ｃ 鋼 線 の 直 線

配 置 に よ り プ レ ス ト レ ス に よ る 曲 げ モ ー メ ン

ト が 低 下 す る 。 そ れ を 補 う た め に ， 図 -3 に 示

す よ う に 床 版 を 打 ち 下 ろ す 構 造 に し た（ 一 般 部

320mm， 横 梁 上 お よ び 横 梁 近 傍 部 420mm）。  

 

 

図 -3 床 版 側 面 図  

 

④ 主 桁 上 ハ ン チ 部 の 補 強 鉄 筋 の 配 置  

軸 方 向 鉄 筋 は ，主 桁 上 ハ ン チ 部 が 一 般 部 に 比

べ て 相 対 的 に 鉄 筋 比 が 小 さ く な る の で ，そ の 一

般 部 と 同 程 度 に な る よ う に 1.4%程 度 の 鉄 筋 比

を 確 保 す る た め 中 段 鉄 筋 を 配 置 し た 。  

 

３ ． 温 度 応 力 を 中 心 と し た 補 強 鉄 筋 の 算 出  
 
（ １ ） 目 的  

鋼 ２ 主 鈑 桁 の 場 所 打 ち Ｐ Ｃ 床 版 は ， 従 来 の Ｒ Ｃ

床 版 に 比 べ 床 版 厚 が 厚 く ， か つ 高 強 度 の コ ン ク リ

ー ト を 用 い て い る た め ， コ ン ク リ ー ト の 水 和 反 応

に よ る 温 度 応 力 に よ っ て ， 施 工 初 期 の 段 階 （ コ ン

ク リ ー ト 材 齢 3 日 ～ 7 日 ） で 旧 床 版 の 拘 束 に よ り

打 ち 継 ぎ 目 位 置 を 中 心 に ひ び 割 れ が 発 生 し た 事 例

が あ る 。  

そ こ で 本 橋 に お い て も 横 梁 と 主 桁 が 剛 結 構 造

（ 連 続 ラ ー メ ン 橋 ） に な っ て い る こ と ， 横 梁 上 の

床 版 が 打 ち 下 ろ さ れ て い る こ と な ど に よ り ， 床 版

コ ン ク リ ー ト の 体 積 収 縮 を 拘 束 す る た め の 条 件 が

大 き い た め に ， コ ン ク リ ー ト に 作 用 す る 温 度 応 力

や 乾 燥 収 縮 な ど の 引 張 応 力 度 を 定 量 的 に 把 握 す る

必 要 が あ る 。  

プ レ ス ト レ ス 導 入 実 験 か ら は ， 本 構 造 の Ｐ Ｃ 床

版 に お け る 構 造 的 な 特 性 が 様 々 な 角 度 か ら 分 か っ

て き た が ， 実 験 供 試 体 が ２ ／ ３ モ デ ル と い う こ と

も あ り ， 温 度 応 力 に よ る 影 響 は 実 験 か ら は 正 確 に

評 価 す る こ と が で き な い 。 そ こ で 非 線 形 温 度 応 力

解 析 ， 立 体 Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 等 を 用 い て 各 種 詳 細 な 引 張 応

力 度 を 算 出 し ，補 強 鉄 筋 の 設 計 を 行 う こ と と し た 。 

（ ２ ） 照 査 ポ イ ン ト の 選 定  

照 査 す る ポ イ ン ト は ， 本 構 造 の 特 性 を 考 慮 し て

次 の 通 り で あ る （ 図 -4）。  

① 床 版 打 ち 継 ぎ 目 位 置  

打 ち 継 ぎ 目 位 置 は 新 旧 の 床 版 が 接 す る 部 分 で

あ る た め 旧 床 版 の コ ン ク リ ー ト 材 齢 差 に よ る 拘

束 の 影 響 を 把 握 す る 。  

② 横 梁 上 と そ の 近 傍 部  

床 版 を 打 ち 下 ろ し た こ と に よ る ， 鋼 部 材 の 拘

束 に よ る 影 響 を 把 握 す る 。  

③ 床 版 断 面 変 化 位 置  

打 ち 下 ろ し 部 の 床 版 厚 が 一 般 部 の 床 版 厚 に 変

化 す る 位 置 で の 応 力 集 中 の 影 響 を 把 握 す る 。  

 

 

 

（ ３ ） 着 目 す る コ ン ク リ ー ト の 引 張 応 力 度  

 床 版 の 橋 軸 方 向 の 設 計 は Ｒ Ｃ 構 造 で あ る た め ，

温 度 応 力 ， 乾 燥 収 縮 お よ び 施 工 時 荷 重 や 後 死 荷 重

な ど に よ る 引 張 応 力 度 は 算 出 し て い な い 。 そ こ で

コ ン ク リ ー ト 打 ち 込 み か ら 施 工 段 階 毎 （ コ ン ク リ

ー ト 材 齢 毎 ）に 温 度 応 力 解 析 や Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 を 行 い ，

以 下 に 示 す 引 張 応 力 度 を 算 出 す る 。  

 ① コ ン ク リ ー ト の 施 工 時 に よ る 応 力  

  床 版 の 打 設 順 序 に よ り 発 生 す る 引 張 応 力 度 で  

あ り ， 平 面 骨 組 解 析 に よ り 算 出 し た 。  

 ② 温 度 応 力  

 コ ン ク リ ー ト の 水 和 反 応 に よ り 発 生 す る 引 張  

応 力 度 で あ り ， 非 線 形 の 温 度 応 力 解 析 (ASTEA.

MACS)に よ り 算 出 し た 。  

 ③ Ｐ Ｃ 緊 張 に よ る 応 力  

 プ レ ス ト レ ス 導 入 時 に 発 生 す る 床 版 部 材 の 変

形 に 伴 う 引 張 応 力 度 に つ い て は Ｆ Ｅ Ｍ 解 析 に よ

り 算 出 し た 。  

 ④ 床 版 自 重 に よ る 応 力  

 床 版 の 自 重 に よ り 発 生 す る 引 張 応 力 度 は ， Ｆ

図 -4 照 査 位 置  
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Ｅ Ｍ 解 析 に よ り 算 出 し た 。  

 ⑤ 立 体 挙 動 に よ る 応 力  

 本 橋 の 場 合 は ， Ａ ， Ｂ ラ イ ン が 同 一 脚 上 の 横

梁 に よ り 支 持 さ れ て い る た め ，Ｂ ラ イ ン 床 版（ 後

施 工 ） の 荷 重 に よ る Ａ ラ イ ン 床 版 （ 先 施 工 ） に

影 響 す る 。 そ の た め の 現 場 の 施 工 順 序 に よ り 発

生 す る 引 張 応 力 度 を 立 体 骨 組 解 析 に よ り 算 出 し

た 。  

 ⑥ 乾 燥 収 縮 ・ ク リ ー プ に よ る 応 力  

 乾 燥 収 縮 ・ ク リ ー プ の 影 響 に よ る 引 張 応 力 度

に つ い て は 平 面 骨 組 解 析 に よ り 算 出 し た 。 本 検

討 で は ， 最 終 収 縮 量 を 150μ と し た 。  

 ⑦ そ の 他  

  壁 高 欄 打 設 ， 化 粧 板 の 取 付 ， 型 枠 の 脱 型 ， 防

護 工 の 解 体 な ど ， そ の 他 死 荷 重 に よ っ て 発 生 す

る 引 張 応 力 度 に つ い て は 平 面 骨 組 解 析 に よ り 算

出 し た 。  

 

（ ４ ） 引 張 応 力 度 の 算 出 お よ び 結 果  

本 報 告 は ， 横 梁 近 傍 部 の 橋 軸 方 向 応 力 度 に つ い

て 報 告 す る こ と と し ， 応 力 集 計 表 を 表 -1 に 示 す 。 

こ の 集 計 表 よ り 材 齢 8 ヶ 月 目 に お い て コ ン ク リ  

ー ト の 引 張 強 度 σ a=2.16N/mm2 を 超 え る 結 果 と

な り ， 10 ヶ 月 目 に 最 大 値 の σ =2.69N/mm2 と な っ

た 。  

一 般 的 に こ の よ う な 場 合 は ， 施 工 的 ， 材 料 的 な

対 策 を 施 す 。 施 工 的 に は 橋 軸 方 向 に プ レ ス ト レ ス  

を 導 入 す る ， ま た は 中 間 支 点 上 で ジ ャ ッ キ ダ ウ ン  

を 行 う な ど ， 外 的 に 圧 縮 力 を 導 入 す る な ど の 工 法

が 採 用 さ れ る が ， 中 間 支 点 部 が 剛 結 と な っ て い る

本 構 造 で は そ れ ら の 工 法 は 適 用 で き な い 。 ま た ，

材 料 的 に は ， 温 度 応 力 や 乾 燥 収 縮 を 小 さ く す る た

め に 単 位 水 量 や 単 位 セ メ ン ト 量 の 減 少 を 図 る が ，  

前 述 に あ る よ う に ， 貧 配 合 コ ン ク リ ー ト に し て い

る た め に さ ら に こ れ を 低 減 す る こ と は 非 常 に 困 難

で あ る 。 そ こ で ， 通 常 の Ｒ Ｃ 構 造 の 設 計 で は 考 慮

し て い な い 引 張 応 力 度 の 足 し 合 わ せ に 対 し て ひ び

割 れ 幅 制 御 を 行 い ， 有 害 な ひ び 割 れ を 発 生 さ せ な

い よ う に 適 切 な 鉄 筋 量 を 確 保 す る こ と と し た （ 許

容 ひ び 割 れ 幅 を 0.2mm 程 度 と す る ）。  

 

（ ５ ） 補 強 鉄 筋 の 算 出  

 補 強 鉄 筋 の 算 出 は ，コ ン ク リ ー ト に 発 生 し て い

る 引 張 力 を 鉄 筋 に 受 け 持 た す よ う に 算 出 す る 。  

補 強 鉄 筋 の 配 置 は ，計 算 上 は 上 下 段 に 配 置 し て

い る 配 力 筋 の 鉄 筋 量 を 大 き く す る こ と で も 可 能

で あ る が ， 鉄 筋 ピ ッ チ が 125mm ピ ッ チ で 配 筋 し

て お り ，こ の ピ ッ チ を 狭 く す る こ と は 現 場 施 工 性  

お よ び 経 済 性 と い う 観 点 か ら 好 ま し く な い 。そ こ

で 算 出 さ れ た 補 強 鉄 筋 は ，床 版 の 中 段 に 配 置 す る

こ と と し た 。  

補 強 前 と 補 強 後 の 鉄 筋 の 応 力 度 と ひ び 割 れ 幅

を 表 -2 に ， 横 梁 上 お よ び 横 梁 近 傍 部 の 補 強 鉄 筋  

配 置 図 を 図 -5 に 示 す 。  

補 強 鉄 筋 を 配 置 し た こ と に よ り ，補 強 前 と 比 較

す る と 鉄 筋 応 力 で 195.2N/mm2 か ら 130.1N/mm2， ひ

表 -1 横 梁 近 傍 部 の 橋 軸 方 向 応 力 集 計 表  
（ N/mm2）  

材 令 ６ 日 材 令 １ ０ 日 材 令 ２ ３ 日 材 令 ３ １ 日 材 令 ８ ヶ 月 材 令 ９ ヶ 月 材 令 １ ０ ヶ 月 材 令 １ ２ヶ 月 材 令 １ ５ ヶ 月
主 桁 間 張 出 し 部 化 粧 板 取 付 後

PC緊 張 後 脱 型 後 高 欄 打 設 後 脱 型 後 立 体 挙 動 前 立 体 挙 動 後 防 護 工 解 体 前 防 護 工 解 体 後 竣 工 時
σ cuu 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10
σ cul 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07 0.07
σ cuu 0.10 0.30 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80
σ cul 0.50 0.60 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80 0.80
σ cuu -1.00 -1.00 -1.00 -1.00 -1.00 -1.00 -1.00 -1.00 -1.00
σ cul 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
σ cuu － -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05
σ cul － -0.03 -0.03 -0.03 -0.03 -0.03 -0.03 -0.03 -0.03
σ cuu － 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30 0.30
σ cul － -0.20 -0.20 -0.20 -0.20 -0.20 -0.20 -0.20 -0.20
σ cuu － － 0.57 0.57 0.57 0.57 0.57 0.57 0.57
σ cul － － 0.36 0.36 0.36 0.36 0.36 0.36 0.36
σ cuu － － － -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05 -0.05
σ cul － － － -0.03 -0.03 -0.03 -0.03 -0.03 -0.03
σ cuu － － － － 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09
σ cul － － － － 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06
σ cuu － － － － － 0.19 0.19 0.19 0.19
σ cul － － － － － 0.07 0.07 0.07 0.07
σ cuu － － － － － － － -0.30 -0.30
σ cul － － － － － － － -0.19 -0.19
σ cuu － 0.25 0.82 0.77 0.86 1.05 1.05 0.75 0.75
σ cul － -0.23 0.13 0.10 0.16 0.23 0.23 0.04 0.04
σ cuu 0.59 0.61 0.62 0.63 0.64
σ cul 0.56 0.58 0.59 0.60 0.61
σ cuu -0.80 -0.35 0.72 0.67 1.35 1.55 1.57 1.28 1.29
σ cul 1.57 1.44 2.00 1.97 2.59 2.68 2.69 2.51 2.52

1.97 2.16 2.16 2.16 2.16 2.16 2.16 2.16 2.16

防 護 工 解 体

小 計

コンクリー トの 許 容 値

乾 燥 収 縮 ・ｸ ﾘｰ ﾌﾟ １ ５ ０ μ

① 総 合 計

壁 高 欄 打 設

張 出 し 部 脱 型

化 粧 板 取 付

立 体 挙 動

温 度 解 析 で 考 慮 済 み

ｹｰ ｽ 名

施 工 時 荷 重 （打 設 順 序 ）

温 度 応 力

Ｐ Ｃ 鋼 線 緊 張

後 死 荷 重

主 桁 間 脱 型

床 版 自 重
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び 割 れ 幅 が 0.305mm か ら 0.203mm と 大 幅 に 改 善

さ れ た 。  

 

                    

あ と が き  
 
 本 橋 の Ｐ Ｃ 床 版 の 検 討 は ， 横 梁 上 の プ レ ス ト レ

ス ロ ス の 検 討 か ら は じ ま り ， プ レ ス ト レ ス 導 入 実

験 の 結 果 に よ る ひ び 割 れ 防 止 対 策 ， ま た 温 度 応 力

を 中 心 と し た 各 種 解 析 に よ り コ ン ク リ ー ト に 発 生

す る 応 力 を 定 量 的 に 把 握 し て ， そ の 補 強 鉄 筋 の 算

出 を 行 っ た 。 今 回 の 引 張 応 力 は ， 中 間 支 点 が 剛 結

構 造 で あ る た め に 起 因 す る も の が 多 く ， そ の 構 造

特 性 を 正 確 に 把 握 す る 必 要 が あ り ， そ の 結 果 ， ひ

び 割 れ 幅 制 御 に よ り 補 強 鉄 筋 の 設 計 を 行 っ た 。  

昨 今 ，社 会 情 勢 で コ ス ト 縮 減 が 叫 ば れ て い る 中 ，

主 桁 － 横 梁 が 剛 結 構 造 の 本 橋 は ， 支 承 や 伸 縮 装 置

を 省 略 す る こ と に よ る 維 持 ・ 管 理 が 容 易 と な り ，  

 

コ ス ト 面 か ら み て も 非 常 に 有 利 な 構 造 で あ る 。 現

在 は 各 方 面 に お い て 場 所 打 ち Ｐ Ｃ 床 版 の 研 究 が 進

め ら れ て い る が ， 今 後 同 じ よ う な 構 造 に 対 し て 本

報 告 が 参 考 に な れ ば 幸 い で あ る 。  

 最 後 に 本 検 討 に 際 し て 多 大 な ご 指 導 ， ご 協 力 を

い た だ い た 日 本 道 路 公 団 東 京 建 設 局 の 方 々 を は じ

め ， さ い た ま 工 事 事 務 所 の 方 々 に 対 し て 深 く 感 謝

の 意 を 表 し ま す 。 ま た ， プ レ ス ト レ ス 導 入 実 験 に

関 す る 様 々 な 資 料 を 提 供 し て い た だ い た 日 橋 ・ 住

金 JV の 方 々 に も こ の 場 を 借 り て 御 礼 申 し 上 げ ま

す 。  
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表 -2 補 強 鉄 筋 設 置 前 と 設 置 後 の 比 較 表  

床 版 上 面
床 版 下 面
平 均

cm

上 段 D19 × 125 D19 × 125
中 断 D19 × 125
下 段 D19 × 125 D19 × 125

%
平 均

mm

補 強 前 補 強 後

ひ び 割 れ 幅
195.2
0.305

1.1
鉄 筋 応 力 度 N/mm2

鉄 筋 比
鉄 筋 断 面 積 （１ ｍ あ た り ） 45.84cm2

床 版 厚

引 張 応 力 度 の 合 計 N/mm2

68.76

0.203

横 梁 近 傍 支 間 中 央

1.6
130.1

配 置 鉄 筋

1.6
2.7
2.1
42

4200床 版 断 面 積 （１ ｍ あ た り ） cm2

補 強 鉄 筋 配 置 前  

補 強 鉄 筋 配 置 後  

図 -5 補 強 鉄 筋 配 置 図  


